
リアルタイム港湾データプラットフォームで貿易の混乱を防ぐ

GISと衛星データで世界貿易をモニタリングする
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■概要

国際通貨基金（以下、IMF）とオックスフォード
大学（英国）は、港湾で発生する人為的あるい
は自然災害の影響を予測・分析するためのオー
プンプラットフォーム「PortWatch（ポートウォッ
チ）」を開発した。PortWatchは、人工衛星によ
る船舶データとGIS技術を利用して、港湾の活
動を監視し、港湾の混乱が世界貿易に与える影
響をシミュレーションする。この情報は、政策立
案者が経済・金融の安定を促進するための効
果的な政策を実施するのに役立っている。

■課題

港湾は、衣料品から食品までのさまざまな物
品の流通を促進するための重要なインフラの
一つである。多くの国の経済活動にとって海上
貿易は重要な役割を果たしており、港湾は世
界貿易量の80％を取り扱っている。しかし一方
で、港湾で発生する人為的災害や自然災害に
よる被害は、世界的な影響を及ぼす可能性が
ある。2021年（令和3年）3月には、世界最大級
のコンテナ船の一つである台湾船社が運航す
るEver Givenが座礁し、ヨーロッパとアジアの
間の最短海路であるスエズ運河（所要時間6
日半）を遮断し、25億米ドル相当の貿易が滞っ
た。また、南アフリカ最大の港であるダーバン港
が洪水により被害を受けたり、トルコのイスケ
ンデルン港が地震により損傷を受けたりなど、
これらの自然災害は貿易相手国にも多くの波
及効果をもたらした。
港湾の状況をリアルタイムで把握することは、
経済の動向を追跡するのに有用であるが、貿
易データは大きなタイムラグがあるため、ほぼリ
アルタイムで入手することができない。また、港
の混乱の影響を評価するためのデータやツー

ルは、多くの国では入手困難であった。

■課題解決手法

IMFとオックスフォード大学は、港湾で発生す
る問題の潜在的な影響について早期に洞察し
たいというニーズに応えるために、PortWatch
を開発した。PortWatchは、政策立案者や一般
の利用者が港湾に関する情報にアクセスできる
オープンプラットフォームで、人工衛星による船
舶データとGIS技術を利用して、港湾の活動を
監視し、港湾の混乱が世界貿易に与える影響
をシミュレーションできる。また、政策立案者は
PortWatchに登録することで、災害が港湾に影
響を及ぼす可能性がある場合、メールで通知を
受け取ることができる仕組みとなっている。
 
PortWatchは、クラウドベースのArcGIS Hub
にホストされており、船舶の位置情報を人工
衛星で捉えることで、リアルタイムの港湾デー
タにアクセスできる国や人々の範囲を広げる。
これにより、IMFのチームは、データを簡単に
保存し、加盟国に提供することができる。また、
この技術は、自動化された港湾のデータを視
覚化、更新、共有するのにも便利である。さら
に、PortWatchには、ArcGIS Experience 
Builderが組み込まれており、利用者は、港湾
に影響を与える可能性のある仮想的な混乱や
気候シナリオの波及効果をシミュレーションす
ることができる。 

■効果
　
PortWatchは、2023年（令和5年）11月にオ
ンラインプラットフォームとして公開されてか
ら、多くの人々に利用されている。報道機関、企
業、政策機関など何千人ものユーザーがプラッ
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トフォームにアクセスし、自然災害が貿易ルー
トに影響する可能性が高いときにメールで知
らせてもらうサービスに登録している。IMFの
経済学者や企業の経営者、ジャーナリスト、
海事専門家、港湾当局、政策立案者などは、
PortWatchを使って、経済の動きをすぐに把
握したり、情報が不足しているところを補った
り、港湾や海上で起こる人為的災害や自然災
害による経済の不安定な兆候を見つけたりで
きるようになった。PortWatchは、海事貿易の
データを提供することで、貿易の影響を大きく
受ける国にとってより詳細な貿易分析を可能に
している。オックスフォード大学の研究者であ
るヴェルシュール氏は、「ArcGISによって、一般
の人々が私たちの研究成果であるさまざまな
データに触れ、作業することが可能になり、科
学が一般の人々の手に届くようになった」と述
べている。

災害を超えた貿易の混乱へと進行する事態に
おいて、PortWatchが重要な情報源になり得
ることを示唆している」と、IMFの経済学者であ
るケプケ氏は語る。

■今後の展望

IMFは、PortWatchを貿易の混乱に対して幅
広く利用されるリソースにすることを目指してい
る。「最近の紅海での危機が、気候変動や自然

気候シナリオマップ：
このマップは、さまざまな気候災害による物理的インフラへの年間予想損害額（米ドル／年）で表した、港湾に対する現在の気候リスクを示している

PortWatchプラットフォームのホームページ
地球儀はPortWatchが追跡している港湾と絞り込み地点を表示し、

ホームページの下部左側には、最近の紅海での貿易の混乱が強調されている  ※2024年（令和6年）11月時点
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